
６月 10 日（水）、11 日（木）、２日間に渡り、紫波

地区中学校総合体育大会が開催されました。昨年の新

人戦の後、各部で自分たちの課題を考え、競技力を高

めるため日々の練習や各種大会への参加等、努力を積

み上げてきました。８日に行った激励会では、各部が

ステージ上で決意を表明し、全校の熱い応援を受けま

した。 

大会の結果は団体で３つの優勝（バスケ女子は紫波

一中と合同）を果たすなど、団体・個人合わせて４組

の県大会出場権を得ました。紫波地区の代表として７

月の県大会にて大いに力を発揮してきてほしいと願

っています。 

また、残念ながら願いかなわなかった皆さんも、こ

れまでの日々の努力こそ価値があるものであり、その

ことに誇りを持って次の目標に進んでほしいと思い

ます。 

応援を頂いた保護者の皆様、地域の皆様、ありがと

うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野球部（紫波二中との合同チーム） 

  １回戦 対 矢巾北 ２－５ 負   

男子バスケットボール部 

  １回戦 対 矢 巾 42―39 勝 

  決勝  対 紫波一 51―44 勝 

  ☆優勝  県大会出場権獲得 

女子バスケットボール部（紫波一中との合同チーム） 

  リーグ戦 

      対 矢巾北 75－29 勝 

      対 矢 巾 56－24 勝   

☆優勝  県大会出場権獲得 

男子卓球部 

  団体リーグ戦 

      対 矢 巾 ３－１ 勝 

      対 矢巾北 ３－０ 勝 

対 紫波一 ３－０ 勝 

対 紫波二 ３－２ 勝  

☆優勝  県大会出場権獲得 

個人戦 漆澤 優斗さん 

     ☆第２位 県大会出場権獲得 

女子卓球部 

  団体リーグ戦 

     対 紫波一 ３－１ 勝 

      対 矢 巾 １－３ 負 

        第２位 

  個人戦 清川 萌佳さん 

      ☆第３位 県大会出場権獲得 

女子バレーボール部 

  １回戦 対 矢巾北 ２－１ 勝 

  決勝  対 紫波一 ０－２ 負 

第２位 

※個人は入賞者のみ掲載しています。 

 ６月 15日（月）第２回避難訓練の一環として、生徒

の保護者引き渡し訓練を実施しました。 

台風通過による風雨の強まりを想定した訓練でし

たが、当日は学校の近くで熊の成獣が目撃され、訓練

とはいえ危険回避のための実践となりました。体育館

に集合した生徒は、保護者の到着に合わせて無線で呼

び出され、スムーズに引き渡しを行うことができまし

た。ご協力ありがとうございました。災害がないこと

が一番ですが、日頃の訓練は大切にしたいものです。 

校報 あ ず ま ね  

文責：紫波町立紫波第三中学校 校長 法貴 裕誠  
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主体的に学ぶ生徒 

奉仕の心を持つ生徒 

健康で活力ある生徒 

 

健闘光る！ 
紫波地区中総体開催 

引き渡し訓練の実施 



６月５日（金）株式会社ミサワホーム・総合研究所 

の福田真人先生をお招きし、３年生を対象とした南極

クラスを開催しました。 

入社後、経験を積み、南極の観測棟の設計を手掛け

る部署に配属され、Google earth で自分の設計した建

物を見つけた時、現地に行きたい夢を持った福田さん。

意を決し、南極行きを志願、会社の協力を得て、つい

に南極観測隊員になりました。その時、現地で体験し

た様々な貴重な体験を語っていただきました。 

南極観測船しらせに乗り、途中南緯 50～60 度の暴

風圏では荒れ狂う高波を落下するように進み、南極圏

では氷に船をぶつけ、船の重みで氷を砕き進む、想像

を絶する厳しい船旅だったとか。マイナス３０度の極

寒、風速 60m/s のブリザード、凍ったバナナで釘が打

てる様子など、映像を交えて紹介していただきました。 

３０名ほどの隊員で、何をやるにも共同作業、専門

外の仕事もこなし、気象予報士、調理師であっても建

設や医療の手術まで担当することも。 

南極の動物、ペンギン、アザラシの生態の話では、

ペンギンは思ったより人相（ペン相）が悪いとか、ず

るいペンギンは隣の家の石を盗み、激しい形相でよく

ケンカになるなどのエピソードを聞きました。 

 オーロラの美しさ、白夜の様子など映像も見せてい

ただきました。最後に全隊員からのメッセージが入っ

たエンドロール映像。夢をあきらめず、今できること

に一生懸命つき進んでいこう、など勇気をもらえる言

葉で感動的な時間が終わりました。 

 

 

 

 

 

 

５月 29 日（金）紫波西学園第 1 回学校運営協議

会を開催しました。 

今年度の委員の委嘱、組織決定、紫波三中及び西

の杜小学校の学校運営方針についての確認、年間活

動計画、地域学校協働活動等について協議が行われ

ました。 

学校の現況、情報機器使用の問題等が話題となり、

学校運営協議会として子育て 7か条の制定が提案さ

れ、今後細部を直し、広める方針を確認しました。 

 

学校運営協議会委員の紹介 

会 長 畠山秀一郎 様 あずま幼稚園園長 

副会長 佐藤 勇悦 様 志和公民館長 

    熊谷  謙 様 西の杜小ＰＴＡ会長 

    中村 祐輔 様 紫波三中ＰＴＡ会長 

    吉田 杏奈 様 極楽寺 紫波総合高講師 

    鷹觜 武寿 様 紫波町社会福祉協議会 

    高橋 和久 様 高橋農園 

    ワレニウス ミカ 様 紫波サイダリー 

    門ノ沢邦夫 様 水分公民館長  

    戸塚美奈子 様 虹の保育園園長 

    沢田 伸久   西の杜小校長 

    法貴 裕誠   紫波三中校長   

 地区中総体のバスケットボール、バレーボール競

技を参観しました。生徒のひたむきなプレーに心打

たれ、保護者の皆さんの熱い応援に圧倒された２日

間でした。県大会、さらには東北大会、大きな目標

を持って精進してほしいと願っています。  

一方、惜しくも敗退したチームもありました。１，

２年生には来年がありますが、３年生は新たなステ

ージに向わねばなりません。 

各高校ではオープンスクールが始まります。来年

の春の進路、さらには自身の将来の夢を実現するた

めに、この先の目標を考える時期です。 

その時までに自分がどうなっていたいのか、そこ

に到達するまでに、どんな課題をクリアしていく必

要があるのか、考える夏にしてほしいと願います。 

ナフサの影響で塩素が届かない！？プールの消

毒に欠かせない塩素を入れる外袋が不足し、町内の

小中学校に塩素が届かないのでは、という不安が広

がりました。町内の学校間で在庫を融通し、納入業

者さんからも少しずつ入りはじめ、プール開きにこ

ぎつけました。ナフサ不足でまさか授業に影響が出

るとは…世界が平和であってほしいと願うばかり

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プール清掃に励む２年生 

南極クラス開催 
夢をあきらめない 

目標を考える夏に 

水泳授業始まりました 

学校運営協議会開催 
地域とともにある学校を 


